
　■6月補正予算

（１）概要

（２）主な歳入歳出補正予算

【次ページへ続く】

となり、集約の結果、歳入と歳出に差額が生じたため、財政調整基金繰入金を319万5千円
増額することで収支を調整しています。

① 定額減税補足給付金の不足額給付を行うための補正

■物価高騰対応重点支援給付金総務事業　　　　　　＝　 　570万2千円（税務課）
■物価高騰対応重点支援給付金給付事業(調整給付分)＝1億3,988万4千円（税務課）
→令和6年分の所得税等が確定した結果、当初行った定額減税の調整給付の支給額に
　不足が生じる方等に、追加で給付を行うため増額補正するもの。

【不足額給付の対象者】
　(1)　令和6年分所得税と定額減税額が確定した結果、本来給付すべき所要額と
　　当初の調整給付額の間で差額が生じている方
　　　（例：前年より所得が減少した方、前年より扶養親族が増加した方など）
　(2)　本人及び扶養親族等として定額減税の対象外であり、かつ、低所得者向け
　　給付の対象世帯の世帯主・世帯員に該当しなかった方
　　　（例：青色事業専従者、事業専従者（白色）の方など）

◇財源･･･物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ＝ 1億4,558万6千円（企画課）
　　　　 （※補助率10/10）

　

② 岩宿博物館の常設展示等を改修するための補正

■岩宿博物館常設展示改修事業＝4億8,000万円（文化財課）
→岩宿遺跡発見80周年の節目を迎えるに当たり、岩宿博物館の常設展示等を改修し、
　より来館者に愛される博物館にリニューアルするため増額補正するもの。

【改修内容】
　・映像制作、造形制作、展示ケースの更新
　・電気設備、演出照明、トイレ、身障者用駐車場の改修　など

◇財源･･･新しい地方経済・生活環境創生交付金＝2億4,000万円（企画課）
         （※補助率1/2）
　　　　 岩宿博物館事業債（合併特例事業債）＝2億180万円（財政課）
         （※充当率95％、交付税措置率70％）

一般会計6月補正予算の概要について

（令和7年度一般会計補正予算第2号）

　一般会計は、既定の歳入歳出予算の総額に6億3,136万6千円を追加し、補正後の歳入歳

出予算の総額を334億3,612万円にするものです。

　主な補正内容は、

① 定額減税に係る調整給付（不足額給付）を実施するための補正

② 岩宿博物館をリニューアルするための補正



一般会計補正予算（第2号）

一 般 会 計 32,804,754 631,366 33,436,120

「△」はマイナス（減額）を表しています。

③ その他の主な補正

（歳入）
■新しい地方経済・生活環境創生交付金＝4億6,803万9千円（企画課）
→国庫補助金の内示を受け、当初予算額を上回る内示額であったことから、増額補正
　をするもの。
　（※1頁目の岩宿博物館常設展示改修事業の財源となる2億4,000万円を含む。）

（歳出）
■鉄道支援負担金事業＝388万8千円（企画課）
→上毛電鉄においてＩＣ決済機能を導入することが決定され、沿線市として負担金を
　支出するため増額補正をするもの。

（単位：千円）
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